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F-cloud は、インターネットを利⽤した情報共有・相互利⽤型 GIS で、国、県、市町村、⼟地改良区、その
他農業関係団体に利⽤者を限定し、広く活⽤していただくための WebGIS システムです。 
 
◆ F-cloud の仕組み（Java Web Start によるシステム起動） 

ユーザ PC からサーバに対して取得要求をおこない，アプリケーションの起動に必要となるファイルの 
ダウンロードをおこないます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ クライアント PC のデータ保存先  

システムを起動することで関係データがクライアント PC へ保存されます。保存先は以下のとおり。 
  ●アプリケーション保存先 
     C:\Users\UserID\AppData\LocalLow\Sun\Java\Deployment\cache 
  ●地図データ保存先 
     C:\Users\UserID\AppData\Local\Temp 

取得要求

アプリケーションファイル(*.jar)の配布
ユーザ PC サーバ 

（インターネット上） 
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１．情報セキュリティ担当部署へのお願い 
 
本システムを導⼊するにあたり、庁内のセキュリティ対策により接続先を制限する事例があります。制限を
おこなっている場合，以下の URL への接続を許可いただきますよう，よろしくお願い致します。 
 
◆ インターネット接続先 URL（関連サイト） 
  ●アプリケーションサイト 
     https://midori.geocloud.jp 
  ●アプリケーション正当性確認サイト 
     http://ocsp.usertrust.com 
     http://ocsp.comodoca.com 
  ●地図サイト 
     http://cds.geospace.jp 
     https://cds.geospace.jp 
 
また、端末からインターネットへの接続時にプロキシ認証を必要とする場合，背景地図が表⽰されない事例
があります。この場合，背景地図 URL へはプロキシ認証なしで接続できるよう設定を変更いただきたいと 
存じます。 
 
２．導⼊担当部署へのお願い 
 
F-cloud を導⼊する PC の準備をお願い致します。 
システム要件は以下の通りです。 

CPU x86 互換プロセッサ 1GHｚ以上 

メモリ 2GB 以上 

ハードディスク 100MB 以上の空きスペース（地図⽤領域を除く） 

モニタ解像度 1024☓768 以上 65536 ⾊（16bit）モニタ 

OS 

Windows10(Java8u51 以上),Windows8.x(デスクトップ) 

Windows7 SP1,Mac OS X 10.8.3+ 

Windows Server 2008 R2 SP1(64 ビット) 

Windows Server 2012 および 2012 R2(64 ビット) 

インターネット 

ブラウザ 

Internet Explorer,Firefox,GoogleChrome 

（上記において最新のサービスパックが適⽤されていること） 

その他 Java Runtime Environment 8.0 以上 

 


